
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石川県医労連は 21日〔土〕、民医連・社保

協・看護をよくする会と４団体の共同で宣

伝・署名行動をおこないました。民医連・民

医労から 30名、全医労（国立病院機構）・済

生会病院労組・松原病院労組・田中町ケアセ

ンター労組から 20名が参加。 

医師・看護師・介護職員の増員と社会保障

予算の増額を国に求める署名に取り組み、天候が悪かったものの、多くの方が足をとめて署名

に応じてくれました。署名は、１時間の行動で４５１筆が集約されました。 

 

 

 

 

 

 

岩手医労連は、09秋年末闘争の重要な取り組みとして(11月 6日から 11日までの 4日間、経

営者要請と主要都市での宣伝・署名を実施しました。6日の釜石厚生病院・事務長への要請で

は、沿岸部で看護師不足が明確になってきたこと、地方の医療崩壊が現実味を帯びてきている

ことなどを医労連に訴えました。 

9日の岩手医大付属病院長も、大学・研修医・開業医を巡る構造的な問題を取り上げ「政権

が代わっても直ぐに良くなる期待は出来ない」と、悲観的な考えでした。その他の経営者も、

民主党政権に期待を強く持って発言する方はいませんでした。これまでの政治に対する不満の

蓄積の大きさを示すものでした。 

またいくつかの病院では、目前に施設の立替問題を抱えており、今後の経営戦略の厳しさを訴

えていました。 

6日の釜石市と 10日の花巻市では、医労連のチラシ配布。署名活動を実施し、釜石では「シ

ープラザ」内の店舗に呼ばれ全員が署名して下さいました。「花巻イトーヨーカドー」でも、

店長が署名し「全ての入り口で署名活動して下さい」と応援して頂きました。 
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